
けいれんとは、からだ全体やからだの一部がつっぱったり、ピクピクしたり、脱力

したりすることです。

　まずはあわてないことが重要です！

　１　周囲に危険物があれば、取り除く。

　２　けいれんの途中、吐いても吸い込んで窒息しないように、顔を横に向ける（でき

　　　れば左側を下に）。

　３　呼吸しやすくするため、頭をうしろにそらしたり（ただし、首がつっぱっている

　　　ときは無理しない）、衣服をゆるめる。

　４　以上を実行したうえで、よく観察する。（スマートフォンなどの動画を利用してもよい）

　　　何分続いたか、目（ひっくり返った、一点をじっと見た）の位置、手足の動き（特

　　　に、左右対称か）、終わってから泣いたか、眠ったか、呼んで反応したか。

　※すでに熱性痙攣の診断でダイアップ（坐薬）を処方されている場合、まだ使用して

　　いないときはすぐに使用してください。それ以外の刺激はできるだけ避けてくだ

　　さい。飲み薬を飲ませてはいけません。

ねつせいけいれん


